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平成２９年度地方公共団体の財政の健全化に関する法律に係る審査意

見について 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条

第１項及び第２２条第１項の規定により審査に付された、健全化判断比率及び

資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について審査を

行ったので、別添のとおり意見を提出します。 
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平成２９年度財政健全化審査意見書 

 

 

１ 審査の対象 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により算定

された平成２９年度決算における健全化判断比率及びその算定の基礎となる

事項を記載した書類 

 

２ 審査の期間 

平成３０年８月８日から平成３０年８月１５日まで 

 

３ 審査の方法 

この財政健全化審査は、市長から提出された平成２９年度決算における健全

化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成され

ているかどうかを主眼とし、各会計の歳入歳出決算書、関係書類等と照合する

とともに、関係職員から説明を聴取し審査を行った。 

 

４ 審査の結果 

（１）総合意見 

審査に付された下記の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 

記 

 

健全化判断比率 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度 早期健全化基準 

① 実 質 赤 字 比 率  － ％ － ％ － ％ 12.91 ％ 

② 連結実質赤字比率 － ％ － ％ － ％ 17.91 ％ 

③ 実質公債費比率 7.3％ 9.4％ 10.5 ％    25.0 ％ 

④ 将 来 負 担 比 率  － ％ － ％ － ％ 350.0 ％ 

 ※①②④は、実質赤字及び将来負担は生じていないため「－」と表記した。 
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（２）個別意見 

① 実質赤字比率について 

平成２９年度の実質赤字比率は、実質収支額が黒字であったため、該当

比率の値はなし（表記は「－」）となる。結果、早期健全化基準の 12.91％

を大幅に下回り、良好な状態であると認められた。 

 

② 連結実質赤字比率について 

平成２９年度の連結実質赤字比率は、実質黒字又は資金剰余の状況であ

ったため、当該比率の値はなし（表記は「－」）となる。結果、早期健全化

基準の 17.91％を大幅に下回り、良好な状態であると認められた。 

 

③ 実質公債費比率について 

実質公債費比率は該当年度を含む過去３か年の平均値であり、平成２６

年度においては短期償還額が大きかったが、平成２７年度以降は短期償還

が終了し安定していることから、平成２６年度を含んだ平均値による昨年

度の実質公債費比率に比べ 2.1 ポイント改善し、平成２９年度は 7.3％と

なった。なお、早期健全化基準の 25.0％と比較するとこれを 17.7 ポイン

ト下回り、良好な状態であると認められた。 

 

④ 将来負担比率について 

平成２９年度の将来負担比率は、将来負担額より充当可能財源等が多か

ったため、当該比率の値はなし（表記は「－」）となり、結果、将来負担額

は増加したが、早期健全化基準の 350.0％と比較するとこれを大幅に下回

ったため良好な状態であると認められた｡ 

 

（３）是正改善を要する事項 

指摘すべき事項は特にない。 
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平成２９年度経営健全化審査意見書 

 

 

１ 審査の対象 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により算

定された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

平成２９年度いなべ市水道事業会計 

平成２９年度いなべ市下水道事業特別会計 

平成２９年度いなべ市農業集落排水事業特別会計 

 

２ 審査の期間 

平成３０年８月８日から平成３０年８月１５日まで 

 

３ 審査の方法 

この経営健全化審査は、市長から提出された平成２９年度決算における資金

不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されて

いるかどうかを主眼とし、各会計の歳入歳出決算書、関係書類等と照合すると

ともに、関係職員から説明を聴取し審査を行った。 

 

４ 審査の結果 

（１）総合意見 

審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

記 

 資金不足比率  

公営企業会計 平成 29 年度 平成 28 年度 平成 27 年度 経営健全化基準 

いなべ市水道事業会計     － ％     － ％ － ％ 20.0 ％ 

いなべ市下水道事業

特別会計 
     － ％      － ％ － ％ 20.0 ％ 

いなべ市農業集落排

水事業特別会計 
     － ％      － ％ － ％ 20.0 ％ 

 ※ 資金不足は生じていないため、資金不足比率は「－」で表記した。 
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（２）個別意見 

水道事業会計並びに下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計

の平成２９年度における資金不足比率は、それぞれの会計において資金不足

額が生じていないため、当該比率の値はなし（表記は「－」）となる。したが

って経営健全化基準の 20.0％を大きく下回り、良好な状態であると認めら

れた。 

 

（３）是正改善を要する事項 

指摘すべき事項は特にない。 


